
主な内容主な内容

定例会３月会議の結果
副町長の選任に同意
町政を問う ５人が一般質問
追跡・あの一般質問を検証

2
6
7
13

議会活動トピックス
2月～4月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

定例会３月会議の結果
副町長の選任に同意
町政を問う ５人が一般質問
追跡・あの一般質問を検証

2
6
7
13

議会活動トピックス
2月～4月の議会活動日誌
町民の声

14
15
16

議会だより議会だより
笑顔とがんばりの町

おのまち

146号
平成28年

5月27日発行
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定例会3月会議

予算審査特別委員会による現地調査（防災・救急ヘリポート整備予定地）

３月３日～11日

　平成２８年小野町議会定例会３月
会議は、３月３日から１１日まで９日間
の日程で開かれました。
　会議では、平成２７年度各会計補
正予算、平成２８年度各会計当初予
算、条例の制定及び一部改正など43
件の町長提出議案と、議員提出議案
７件が提出され、議案はすべて全員
賛成で原案のとおり可決しました。
　また、５名の議員が一般質問を行
い、町政各般にわたり町長の考えを
ただしました。

平成２８年度予算決まる
一般会計予算総額４９億２３００万円

　平成２８年度当初予算は、第四次小野町振興計画後期基本計画に基づく諸施策、まち・ひと・
しごと創生総合戦略や過疎地域自立促進計画に基づく事業、さらには東日本大震災及び原
子力災害に伴う放射線対策事業などに重点的に取り組む内容の予算が計上されました。
　各会計の予算総額は下表のとおりです。

＜平成２8年度当初予算額＞

平
成
28
年
度

　
重
点
事
業

　
　
ピ
�
ク
ア
�
プ

平
成
28
年
度

　
重
点
事
業

　
　
ピ
�
ク
ア
�
プ

33
子
育
て
支
援
に
よ
る

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
事
業

事
業
費 

５
３
５
０
万
円

子
ど
も
た
ち
が

の
び
の
び
遊
べ
る

屋
外
遊
び
場
を
整
備

66
お
の
ま
ち
中
心
市
街
地

賑
わ
い
創
出
事
業

事
業
費 

２
６
２
０
万
円

22
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

事
業
費 

５
３
０
０
万
円

認
定
こ
ど
も
園
の
用
地
取
得
と

測
量
設
計
を
実
施

11
す
こ
や
か
出
産
妊
産
婦
支
援
事
業

事
業
費 

１
１
７
０
万
円

妊
婦
健
診
費
と
妊
産
婦
健
診
に
係
る

交
通
費
の
一
部
を
助
成

99
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

事
業
費 

３
３
０
万
円

交
通
弱
者
の
支
援
を
行
う
タ
ク
シ
ー
等
の

試
行
運
転
を
実
施

77
６
次
産
業
化
・
新
振
興
作
物
推
進
事
業

事
業
費 

１
９
０
万
円

６
次
化
商
品
の
開
発
、小
野

高
校
と
連
携
し
た
商
品
開
発
・

販
売
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

88
防
災
・
救
急
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
事
業

事
業
費 

９
２
０
万
円

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
対
応
す
る
常
設
の
臨
時

ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備

防災ヘリコプター防災ヘリコプター

55
結
婚
支
援
事
業事

業
費 

４
８
０
万
円

出
会
い
の
場

創
出
活
動
を
行
う

団
体
へ
の
支
援
、男
女

の
間
を
取
り
持
つ

世
話
焼
き
人
の
育
成

44
読
書
活
動
推
進
事
業

事
業
費 

３
１
０
万
円

読
書
に
親
し
む
事
業

（
読
書
マ
ラ
ソ
ン
・

新
聞
等
を
楽
し
く
読
む

方
法
の
講
座
な
ど
）

を
実
施

黒にんにく黒にんにく

1010
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業

事
業
費 

４
８
１
０
万
円

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
を

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
管
等
に

布
設
替
え

ポリエステル管等に布設替えポリエステル管等に布設替え

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
や
移
動
販
売
車

な
ど
を
整
備
し
、特
産
品
開
発
や

販
路
拡
大
を
図
る 約10万冊の図書を蔵書

（小野町ふるさと文化の館図書館）
約10万冊の図書を蔵書
（小野町ふるさと文化の館図書館）

※１万円未満切り捨て

４９億２３００万円

１４億８５８８万円

１億７９５万円

２２２５万円

１２億１９５４万円

３２７万円

８７３２万円

２９１万円

１億７０７３万円

１億６４５８万円

７８４３万円

１億４５０９万円

５０億２５００万円

１５億１０４０万円

１億６３７万円

５３００万円

１１億７０５４万円

３２５万円

８５４９万円

３１３万円

１億６４９７万円

１億５９７３万円

１億１４１３万円

１億９１９１万円

一般会計

特
別
会
計

地
方
公
営
企
業
会
計

水
道
事
業

国民健康保険

後期高齢者医療

除染対策事業

介護保険

介護保険サービス事業

浄化槽整備推進事業

文化・体育振興基金
収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

会計区分 本年度予算額 前年度予算額

▲１億２００万円

▲２４５２万円

１５８万円

▲３０７５万円

４９００万円

２万円

１８３万円

▲２２万円

５７６万円

４８５万円

▲３５７０万円

▲４６８２万円

増　減
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行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
よ
り
、行

政
処
分
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
の
構
造

の
見
直
し
が
行
わ
れ
、不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
審
査
庁
の
採
決
を
第
三
者
機
関
が

点
検
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、諮
問
機
関

と
し
て
小
野
町
行
政
不
服
審
査
会
を
設
置

す
る
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
行
政
不
服
審
査
会
設
置
条
例

　

子
ど
も
の
健
全
育
成
と
子
育
て
支
援
を

目
的
に
基
金
を
造
成
す
る
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
笑
顔
と
が
ん
ば
り
子
育
て

支
援
基
金
条
例

※１万円未満切り捨て平成２７年度補正予算額

一般会計

特
別
会
計

地
方
公
営
企
業
会
計

９０８３万円

▲６８０万円

▲６万円

▲９１３万円

１万円

１万円

▲３２４万円

１３２万円

８６万円

▲５２１万円

▲３００万円

▲３００万円

５３億９５３９万円

１５億９２５９万円

１億６４５万円

３２１７万円

１１億９３３２万円

３２７万円

７１３９万円

４６８万円

１億６５５６万円

１億６１１５万円

８７８９万円

１億５１５５万円

水道
事業

国民健康保険 

後期高齢者医療

除染対策事業 

介護保険

介護保険サービス

浄化槽整備推進事業

文化・体育振興基金

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

会計区分 補正予算額 補正後予算額

　平成２７年度一般会計並
びに各特別会計等の補正予
算について審査し、全て原案
のとおり可決しました。各会
計の補正予算額については、
右表のとおりです。

平成２7年度
各会計補正予算

条
例
の

制
定
・一
部
改
正
・
廃
止

　

条
例
制
定
３
議
案
、条
例
の
一
部

改
正
１６
議
案
、条
例
の
廃
止
１
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
、過
疎
地
域
の
自
立
促
進
に
必

要
な
事
業
を
、総
合
的
か
つ
計
画
的
に

実
施
す
る
う
え
で
必
要
と
な
る「
小
野

町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
」を
策
定

す
る
た
め
、議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
策
定

　
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
用
地
と
し

て
株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ウ
ェ
イ
ス
ト
ジ
ャ

パ
ン
と
締
結
し
て
い
る
町
有
財
産
賃

貸
借
契
約
が
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま

で
で
あ
る
た
め
、平
成
３０
年
３
月
３１
日

ま
で
の
２
年
間
延
長
す
る
契
約
変
更

を
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

◆
町
有
財
産
賃
貸
借
契
約
の
変
更

　

小
野
運
動
公
園
多
目
的
運
動
施
設

整
備
工
事
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
、変

更
契
約
を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議
決

を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

工
事
請
負
契
約
の
場
合
、予
定
価
格

が
5
，0
0
0
万
円
以
上
の
工
事
に
係

る
契
約
及
び
そ
の
後
の
変
更
契
約
の
締

結
は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
す
。

◆
小
野
運
動
公
園
多
目
的
運
動
施
設

整
備
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

そ
の
他
の
議
案

　

条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
の
議
案
の

ほ
か
に
次
の
議
題
に
つ
い
て
も
可
決
し

ま
し
た
。

　

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援
等
の
取

り
組
み
を
一
元
的
に
推
進
す
る
た
め
役

場
組
織
に「
子
育
て
支
援
課
」を
新
た
に

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
小
野
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

　

小
野
運
動
公
園
内
に
今
年
３
月
に
完
成

し
た
多
目
的
運
動
施
設
の
使
用
料
な
ど

運
営
に
関
す
る
内
容
を
加
え
る
た
め
改
正

す
る
も
の
で
す
。使
用
料
金
は
一
時
間
あ
た

り
一
般
の
方
が
５
０
０
円
、高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

◆
小
野
町
社
会
体
育
施
設
の
設
置
及
び
管

理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

平
成
１５
年
か
ら
西
牧 

門
氏
か
ら
の
浄

財
を
基
に
西
牧
門
文
庫
基
金
を
創
設
し
、

小
野
町
図
書
館
に
西
牧 
門
文
庫
を
設
置

し
図
書
の
購
入
に
充
て
て
い
ま
し
た
が
、平

成
２７
年
度
で
基
金
の
取
り
崩
し
が
完
了
し

た
た
め
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

◆
西
牧 
門
文
庫
基
金
条
例
を
廃
止

ま
も
る

全
て
の
議
案
は
、小
野
町
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
会
議
録
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
６
月
下
旬
掲
載
予
定
）

　

住
民
生
活
に
密
着
し
た
１５
路
線
、総
延

長
５
，５
６
９
ｍ
を
町
道
路
線
へ
の
新
規

認
定
を
行
う
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆
町
道
路
線
の
認
定

　

現
監
査
委
員
の
先
﨑
福
夫
氏
の
任
期

が
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
の
た
め
、引

き
続
き
同
氏
の

選
任
に
つ
い
て

議
会
の
同
意
を

求
め
ら
れ
全
員

賛
成
で
同
意
し

ま
し
た
。

◆
先
﨑
福
夫
氏
の
町
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

人
事
案
件

【
町
道
認
定
路
線
一
覧
】

路　

線　

名

延　

長

山
口
・
貝
屋
線

上
合
内
線

宮
ノ
前
・
三
又
２
号
線

壇
ノ
腰
・
三
又
線

川
向
・
中
森
線

新
田
内
２
号
線

三
王
堂
２
号
線

竹
ノ
作
線

舘
廻
・
七
生
根
線

前
久
保
３
号
線

表
前
線

穴
子
・
寺
谷
津
作
線

田
ノ
作
・
舘
ノ
越
線

向
永
志
田
１
号
線

向
永
志
田
２
号
線

８
１
４
ｍ

３
４
０
ｍ

４
１
５
ｍ

７
１
９
ｍ

２
２
７
ｍ

２
７
０
ｍ

１
３
８
ｍ

２
５
５
ｍ

５
６
５
ｍ

１
４
２
ｍ

２
１
０
ｍ

５
３
７
ｍ

５
１
６
ｍ

２
３
６
ｍ

１
８
５
ｍ

せんざき ふく お

▲先﨑福夫氏

採 択総 務 文 教
常任委員会

福島県労働福祉協議会
田村地区労働福祉協議会
会 長 横田　登

給付型奨学金制度の導
入・拡充と教育費負担の
軽減を求める意見書提出
の陳情について

陳　 情
第 ３ 号

採 択厚 生 産 業
常任委員会

日本労働組合総連合会
福島県連合会
田村地区連合会
議 長 吉田　実

福島県最低賃金の引き上
げと早期発効を求める意
見書提出の陳情について

陳　 情
第 ２ 号

請願者・陳情者件　名番  号 審査結果付託委員会

※陳情の審査は、付託された常任委員会で行います。付託とは、議案の議決に先立ち、
　議員で構成する各常任委員会に審査を分割して任せることです。

請願・陳情の審査結果
定例会３月会議では陳情２件の審査をしました。結果は次のとおりです。

▲多目的運動施設



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

５
人
の
議
員
が
一
般
質
問

会田 明生 議員 8ページ
・オール小野町でのまちづくりについて
・事業仕分けについて
・統計データから読める定住施策について

竹川 里志 議員 9ページ
・認定こども園整備の進捗状況について
・幼児教育について
・小野町人口ビジョンについて
・少子化対策について

籠田 良作 議員 10ページ
・旧公立小野町地方綜合病院の跡地利用について
・右支夏井川・車川の堤防沿いの防犯灯の増設について

田村 弘文 議員 11ページ
・公共施設等整備検討委員会答申後の認定こども園の
 整備計画について
・将来の幼児数を考慮した、現時点で考えている
 認定こども園の敷地及び建物規模について
・認定こども園施設の整備及び運営について
・子育て世帯経済支援基金の支援を受けられる
 世帯の基準について
・１世帯当たりの支援金の上限及び支給等について
・現在運行しているスクールバスの運行基準について
・遠距離通学児童生徒のためのスクールバス運行について

渡邊 直忠 議員 12ページ
・町の将来ビジョンについて
・市町村合併について
・公立小野町地方綜合病院の医師不足、夜間診療について
・公立小野町地方綜合病院の運営について
・スクールバス利活用の問題点から新規事業について
・県立小野高等学校の支援について
・地域活性化策について
・商圏拡大・地産地商について
・ふるさと納税を活かしたまちづくりについて
・地域の持続のための少子化・UJIターン支援策について
・政策立案協議会について
・まちづくり有識者会議について
・町民協働システムについて

◆

◆

◆
◆

◆
◆

◆

◆

◆
◆
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※
紙
面
の
関
係
上
、「
◆
」の
質
問
と
答
弁
の
内
容
の
み
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
質
問
項
目
の
内
容
等
は
、小
野
町
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

　「
会
議
録
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
6
月
下
旬
掲
載
予
定
）

　

小
野
町
課
設
置
条
例
の

一
部
改
正
に
よ
り
、新
た
に

設
置
さ
れ
た「
子
育
て
支

援
課
」を
厚
生
産
業
常
任

委
員
会
の
所
管
に
加
え
る

た
め
提
案
し
た
も
の
で

す
。

【
議
案
提
出
者
：

宗
像 
芳
男 

議
員
】

◆
小
野
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

議
員
提
出
議
案

　

７
件
の
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、内
閣
総
理
大
臣
、厚
生
労

働
大
臣
、福
島
労
働
局
長   【
議
案
提
出
者
：
竹
川 

里
志 

議
員
】

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る

　
意
見
書

　

意
見
書
提
出
先
：
衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、内
閣
総

理
大
臣
、財
務
大
臣
、文
部
科
学
大
臣
、厚
生
労
働
大
臣

【
議
案
提
出
者
：
会
田 

明
生 

議
員
】

○
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
導
入
・
拡
充
と
教
育
費
負
担
の
軽

　
減
を
求
め
る
意
見
書

３月第１回会議を開催 ３月２９日に平成２８年小野町議会３月第１回会議を開催し、
副町長の選任について賛成多数で同意しました。

　３月３１日付けで副町長を退任した鈴木慎也氏の後任として、
前小野町総務課長の阿部京一氏を選任することについて議会の
同意を求められたものです。
　任期は平成２８年４月１日から平成３２年３月３１日までの４年間
です。

副町長に阿部京一氏を選任

あ   べ　きょういち

▲阿部 京一氏

　

次
の
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し

た
も
の
で
す
。

　

特
別
委
員
会
は
議
会
の
内
部
組
織
と
し
て
、特
定
の
事

項
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
す
る
た
め
、必
要
に
応
じ
て
議
会

の
議
決
に
よ
り
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

１４
ペ
ー
ジ
の
議
会
活
動
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
委
員
会
の
設
置

○
企
業
対
策
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
案
提
出
者
：
籠
田 

良
作 

議
員
】

○
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
案
提
出
者
：
久
野　

峻 

議
員
】

○
公
共
施
設
検
討
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

【
議
案
提
出
者
：
田
村 

弘
文 

議
員
】

◆
意
見
書
と
は
…

　「
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、公
益
に
関
す
る
事
件
に

つ
き
意
見
書
を
国
会
又
は
関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る（
地
方
自
治
法
第
９９
条
）」と
さ
れ
て
い
ま

す
。民
意
を
国
政
な
ど
に
反
映
す
る
手
段
と
し
て
議
会

に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限
で
す
。

　

小
野
町
議
会
会
議
規
則
第
１
２
７
条
第
1
項
に
よ
り
、

議
案
の
審
査
又
は
町
の
事
務
調
査
な
ど
の
た
め
議
員
を
県

内
外
に
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提
案
し
た
も
の
で
す
。

【
議
案
提
出
者
：
竹
川 

里
志 

議
員
】

◆
議
員
派
遣
に
つ
い
て

　

陳
情
採
択
に
伴
い
、意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
に
提

出
し
ま
し
た
。

◆
意
見
書
の
提
出

▲旧教育委員会事務所に子育て支援課を置く
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政
府
は
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、各
自

治
体
に
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
作

成
さ
せ
、創
意
工
夫
の
人
口

減
少
問
題
の
戦
略
づ
く
り
を

求
め
て
い
ま
す
。昨
年
実
施

の
若
い
世
代
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
の

将
来
に
向
け
た
人
口
減
少
問

題
に
対
す
る
全
体
的
な
取
り

組
み
を
伺
い
ま
す
。

問

竹川 里志 議員

問問問問

答答答答

小野町人口ビジョンについて

人口減少に歯止めをかける
　　　　　　　　　取り組みを進める

人
口
減
少
の
歯
止
め

に
は
各
自
治
体
の
対
策
や

工
夫
次
第
で
違
い
が
出
て

き
ま
す
が
、小
野
町
が
今

後
取
り
組
む
少
子
化
対
策

の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

問

地
域
の
世
話
焼

き
人
を
養
成
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、そ
の
内
容
を

伺
い
ま
す
。

再
質
問

問問問問答答答答
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

２
つ
の
視
点
に
立
っ
た

　

 

少
子
化
対
策
を
展
開
す
る

元気に楽しく遊ぶ園児たち

町
長
就
任
し
て

か
ら
の
３
年
間
で
、町
民

の
方
々
の
意
見
は
十
分
に

反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
、地
域
力
を
高

め
る
た
め
に
は
、行
政
と

と
も
に
町
民
の
方
同
士
で

も
、意
見
交
換
あ
る
い
は

議
論
す
る
場
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
方
々
と
行
政
が

一
緒
に
議
論
す
る
場
、仕
組

み
も
必
要
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

各
自
治
体
で
は

将
来
の
人
口
展
望
を
計
算

し
ま
す
が
、内
容
は
同
じ
も

の
で
、膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
費
や
し
て
作
成
し
て
い
る

こ
と
に
疑
問
を
抱
き
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

再
々
質
問

町
長
は
ま
ち
づ
く
り

の
考
え
方
の
ひ
と
つ
に
、

オ
ー
ル
小
野
町
と
表
現
し

て
い
ま
す
。オ
ー
ル
小
野
町

と
は
、多
く
の
町
民
の
方
や

団
体
、企
業
等
と
の
対
話

を
通
じ
て
意
見
を
伺
い
、ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て

い
く
考
え
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ル
小
野
町
の
考
え

方
を
具
体
化
す
る
方
法
と

し
て
、ど
の
よ
う
な
考
え
が

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

問

国
勢
調
査
な
ど
各
種

統
計
デ
ー
タ
か
ら
、人
口

の
推
移
や
就
業
者
の
状
況

等
を
踏
ま
え
る
と
、町
外

に
働
き
に
出
て
い
る
人
の

流
出
の
防
止
、町
外
か
ら

小
野
町
に
働
き
に
き
て
い

問

私
は
、町
民
の
皆

様
と
の
協
働
に
よ
り
、町

民
一
丸
と
な
っ
て
と
い
う
意

味
を
込
め
て
オ
ー
ル
小
野

町
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
具
体
化
す
る
方

法
と
し
て
は
、子
育
て
を

行
う
方
や
地
域
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
、町

町
長

新
た
に
役
場
組
織

に「
子
育
て
支
援
課
」を
設

置
し
、子
育
て
に
関
す
る
環

境
整
備
や
結
婚
・
出
産
に
つ

な
が
る
施
策
等
を
一
元
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、定

住
・
二
地
域
居
住
の
推
進
、

創
業
支
援
な
ど
の
新
た
な

産
業
の
創
出
、空
き
家
の
有

効
利
活
用
な
ど
、人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

町
長

小
野
町
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
は
、独
身
者
に
結
婚
し
て

も
ら
う
視
点
と
既
婚
者
に

多
く
子
供
を
産
ん
で
も
ら

う
視
点
と
い
う
、２
つ
の
視

点
に
立
っ
た
少
子
化
対
策
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

独
身
者
に
結
婚
し
て
も

ら
う
取
り
組
み
で
は
、出
会

い
の
場
や
若
者
同
士
の
交

流
活
動
な
ど
へ
の
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、地
域
の
世

話
焼
き
人
を
養
成
し
、結

婚
・
婚
活
に
対
す
る
情
報
提

供
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、既
婚
者
に
向
け
た

取
り
組
み
で
は
、子
育
て
応

援
基
金
の
造
成
や
認
定
こ

ど
も
園
整
備
の
推
進
、さ
ら

に
は
子
供
の
遊
び
場
な
ど

町
長

特
に
疑
問
は
抱
い

て
い
ま
せ
ん
。

町
長

地
域
の
世

話
焼
き
人
の
制
度
は
、仲
人

さ
ん
の
よ
う
な
方
が
、出
会

い
の
き
っ
か
っ
け
づ
く
り
な

ど
を
行
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長

こ
の
３
年
間
、あ

る
程
度
の
効
果
は
表
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

町
長

会田 明生 議員

問問問問

答答答答

オール小野町でのまちづくりについて

多くの方々との意見を町づくりに反映

問問問問答答答答
統
計
デ
ー
タ
か
ら
読
め
る
定
住
施
策
に
つ
い
て

定
住
施
策
と
し
て
住
環
境
の
整
備
は
重
要働

く
世
代
の
定
住

施
策
と
い
う
観
点
か
ら
、

住
環
境
の
整
備
は
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、誘
致
企
業
の
従

業
員
に
対
す
る
家
賃
補
助

の
実
施
や
、本
年
度
か
ら

新
た
に
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
す

る
方
に
対
し
て
、旧
校
長

住
宅
を
貸
し
付
け
る
制
度

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
空
き
家
の
有
効

活
用
な
ど
含
め
、住
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

町
長

ＵJIターン希望者に旧校長住宅を貸出（旧浮金中校長住宅）

内
の
関
係
機
関
の
皆
様
か

ら
の
意
見
を
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
さ
せ
る
方
法
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

る
人
の
移
住
促
進
、女
性

の
働
き
や
す
い
環
境
整
備

な
ど
が
必
要
と
考
え
ま

す
。町
と
し
て
は
、働
く
世

代
の
定
住
施
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

を
整
備
し
、安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。
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家
屋
移
転
対
象

者
の
中
に
は
、高
齢
者
世
帯

ま
た
は
ひ
と
り
暮
ら
し
の

再
質
問

認
定
こ
ど
も
園

の
運
営
に
関
し
て
、庁
舎
内

部
で
は
公
営
ま
た
は
民
営

の
検
討
は
さ
れ
て
い
た
の
か

伺
い
ま
す
。

再
質
問

上
羽
出
庭
行
政

区
と
小
野
新
町
小
学
校
を

結
ぶ
路
線
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
場
合
、ど
の
く

ら
い
の
経
費
が
見
込
ま
れ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

再
質
問

昨
年
4
月
時

点
の
保
育
従
事
職
員
数
は

５７
名
で
、う
ち
正
職
員
は
２０

名
で
あ
り
臨
時
職
員
に
か

か
る
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。今

後
、認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

が
完
了
し
た
場
合
、臨
時
職

員
を
正
職
員
と
し
て
登
用

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
伺
い

ま
す
。

再
々
質
問

児

童
・
生
徒
の
安
全
・

安
心
な
通
学
手
段

と
し
て
、ま
た
、保

護
者
の
負
担
軽
減

再
々
質
問

右
支
夏
井
川
、車
川
堤

防
に
は
防
犯
灯
が
少
な

く
、ま
た
、桜
の
樹
木
の
陰

に
隠
れ
て
明
か
り
が
ま
ば

ら
で
あ
り
、非
常
に
暗
く

感
じ
ま
す
。
両
堤
防
は
、

小
・
中
学
生
、高
校
生
ま
た

一
般
の
方
の
通
勤
・
通
学
の

主
要
道
路
で
あ
り
ま
す
。

町
で
は
安
心
・
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、事
件
・
事
故
が
あ
っ

て
か
ら
で
は
遅
い
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、防
犯
灯

の
増
設
を
早
急
に
行
い
、

安
心
し
て
歩
け
る
環
境
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

問 問問問問答答答答
右
支
夏
井
川
・
車
川
の
堤
防
沿
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
灯
の
増
設
に
つ
い
て

防
犯
対
策
は
大
変
重
要
で
あ
る

防犯灯の増設が求められる（車川堤防）児童・生徒の通学手段として運行中のスクールバス

旧
公
立
小
野
町
地
方

綜
合
病
院
の
跡
地
利
用
の

構
想
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

問

旧
公
立
小
野
町
地

方
綜
合
病
院
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
現
段
階
で
の
私
の

考
え
は
、住
宅
地
や
公
園
緑

地
な
ど
の
限
定
的
な
も
の

に
な
る
と
想
定
し
て
お
り
、

右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事

業
に
伴
う
家
屋
移
転
対
象

者
の
代
替
住
宅
用
地
と
し

て
も
活
用
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
移
転
先
の
確
定

し
て
い
な
い
方
の
意
向
確
認

等
に
努
め
、跡
地
の
利
用
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

町
長

認
定
こ
ど
も
園
の

早
期
整
備
、運
営
を
図
る
た

め
、町
が
主
体
と
な
り
事
業

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、今
後
の
施
設
の

運
営
方
法
は
、社
会
情
勢

の
変
化
等
を
考
慮
し
な
が

ら
、民
間
委
託
も
含
め
て

様
々
な
可
能
性
を
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。 町

長

民
間
委
託
も
含
め

て
様
々
な
可
能
性
を
検
証

し
て
い
き
ま
す
。

町
長

今
の
と
こ
ろ
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

町
長

引
き
続
き
移
転
対

象
の
方
々
の
意
向
確
認
を

行
い
、町
営
住
宅
建
設
の
必

要
性
も
含
め
て
、移
転
対
象

者
に
対
す
る
住
宅
の
確
保

に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
長

籠田 良作 議員

問問問問

答答答答

旧公立小野町地方綜合病院の
　　　　　　　　　　跡地利用について

住宅地・公園緑地などを想定

地
域
の
安
全
・
安

心
の
確
保
と
通
学
路
に
お

け
る
防
犯
対
策
は
、大
変

重
要
な
課
題
で
す
。
右
支

夏
井
川
の
河
川
改
修
事
業

の
進
捗
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、地
元
行
政
区
と
協

議
し
、防
犯
灯
の
増
設
に

町
長上

羽
出
庭
行
政
区
で

は
、夏
井
第
二
小
学
校
の
廃

校
後
、小
野
町
教
育
環
境
整

備
の
基
本
方
針
の
も
と
平
成

２８
年
度
ま
で
に
小
学
校
１
校

の
統
合
を
見
据
え
て
、小
野

新
町
小
学
校
に
通
わ
せ
る
こ

と
を
選
択
し
、４
月
か
ら
は

１２
名
の
児
童
が
通
学
し
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
児
童
の
保

護
者
ま
た
は
家
族
は
片
道

１０
キ
ロ
以
上
の
通
学
の
足
を

確
保
し
て
お
り
、保
護
者
や

家
族
の
負
担
は
大
き
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

児
童
の
安
全
・
安
心
な
通

学
の
足
の
確
保
と
保
護
者
及

び
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
を
早
急
に
行
う
べ
き
と
思

い
ま
す
が
、教
育
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

問 問問問問答答答答
遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に
つ
い
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
改
善
に
取
り
組
む

児
童
の
登
下
校

の
安
全
確
保
や
、保
護
者
の

負
担
軽
減
策
と
い
う
観
点
か

ら
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
効
果
は

大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い

教
育
長

児
童
・
生
徒
の
安

全
・
安
心
な
通
学
手
段
の
確

保
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま

す
。ど
の
よ
う
な
方
法
が
公

正
・
公
平
を
保
ち
な
が
ら
実

施
で
き
る
か
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
長

算
定
し
て
い

ま
せ
ん
が
、現
在

運
行
し
て
い
る
他

の
路
線
で
は
、

１
ヶ
所
で
年
間
約

５
０
０
万
円
程
度

と
な
っ
て
い
ま

す
。 教

育
課
長

方
が
お
り
、そ
の
方
た
ち
は

小
野
町
か
ら
離
れ
た
く
な

い
の
で
、町
で
集
合
住
宅
を

建
設
し
て
、み
ん
な
と
一
緒

に
住
み
た
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
す
。こ
の
こ
と
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

取
り
組
む
考
え
で
す
。

公
の
施
設
の
整
備
運
営

に
関
し
て
は
、市
町
村
が
整

備
し
て
運
営
を
民
間
に
、ま

た
は
団
体
に
委
託
す
る
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
自
治
体
も
か
な
り

見
受
け
ら
れ
、運
営
形
態
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

小
野
町
で
は
、認
定
こ
ど

も
園
の
整
備
と
運
営
は
公

設
公
営
で
対
応
し
て
い
く
の

か
、町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。 問

田村 弘文 議員

問問問問

答答答答

認定こども園施設の整備及び運営について

町主体で事業を進める

ま
す
。小
野
町
教
育
環
境
整

備
の
基
本
方
針
の
見
直
し
の

中
で
得
ら
れ
た
ご
意
見
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
図
る
た
め
に
も
、ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
を
早
急
に
見
直
し

す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
現
在

の
運
行
と
将
来
の
運
行
に
つ

い
て
、町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
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追跡追跡 どうなった？
あの一般質問を検証！

過去の一般質問から「検討したい」という答弁だったものを取り上げ、その後の町の対応を検証します。

窓口のプライバシー保護について
　窓口では、各種証明書の発行や相談など幅広い業務が行われています。窓口に訪れ
た方が、安心して相談できるなど、プライバシーの保護に配慮した相談・手続きのス
ペース確保と記載台の改善が必要であると思いますが町長の考えを伺います。

質 問

　現在の役場庁舎は手狭であり、窓口に新たな相談スペースを設置することは難しい
ところでありますが、できる限り近い場所に、相談者等のプライバシーに配慮した新た
な相談スペースの確保と記載台の改善を検討していきたい。

答 弁

全戸に個別受信機を設置し広報活動に利用してはどうか

質 問 　タイムラグなしで町広報等の情報を公正に発信するめ、全戸に戸別受信機を設置し
てはどうか。

その後

　防災行政無線は、災害発生時に町民の皆さんに情報を伝達する有効な手段の一つ
であり、町では、難聴地域の解消に努めてきました。
　現在、国では防災行政無線のデジタル化を推進していることから、検討の結果、防災
行政無線のデジタル化と併せて戸別受信機の全戸設置を進めていきます。
　なお、事業の実施にあたっては、多額の費用を要することから、国補助金の活用など
財源の確保に努めます。

　近隣の事例なども含め必要性、活用方法等を調査し、検討していきたい。答 弁

その後

　平成２８年３月に役場窓口の改修を行い、受付カウンターを低くして仕切りを設
け、よりプライバシーに配慮し、丁寧な手続きが行えるようにしました。　
　今後も、職員の接遇向上とあわせ、ワンストップサービスの拡充と明るい窓口づく
りを心掛けていきます。

問問問問答答答答
商
圏
拡
大
・
地
産
地
商
に
つ
い
て

地
元
商
店
等
の

  

積
極
的
利
用
を
働
き
か
け
る

首都圏在住者らに町の魅力をＰＲ（小野町ふるさと暮らしセミナー）

昨年発行の「小野町プレミアム付商品券」

産
業
振
興
、
人
口
減

少
、少
子
化
、Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
、若
者
が
活
躍
で
き
る
場

や
小
野
町
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
、集
落
支
援
員
、６
次
化

支
援
員
な
ど
の
創
設
に
よ

る
地
域
活
性
化
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
町
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

問

町
で
は
、こ
れ
ま

で
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

や
小
野
町
夢
企
画
提
案
制

度
な
ど
の
ほ
か
、福
島
県

の
地
域
創
生
総
合
支
援
事

業
な
ど
を
活
用
し
、地
域

づ
く
り
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
続
け
、町
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

ま
た
他
の
自
治
体
の
実
施

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

町
長

渡邊 直忠 議員

問問問問

答答答答

地域活性化策について

これまでの取り組みを継続

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
継
続
販
売
に
つ
い
て

は
、昨
年
、地
域
活
性
化
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援

交
付
金
を
活
用
し
て
販
売

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

町
長 商

圏
拡
大
を
図
る
た

め
、プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を

継
続
し
て
販
売
し
、販
売

量
の
増
加
や
地
元
商
店
利

用
割
合
の
増
、さ
ら
に
は

近
隣
町
村
か
ら
の
消
費
者

を
増
や
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

ま
た
、地
元
商
店
の
利

活
用
の
重
視
と
い
う
点
か

ら
小
野
町
職
員
に
対
し
て

地
元
購
買
の
協
力
要
請
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

問

ま
た
、地
産
地
商
に
つ
い
て

は
、地
域
活
性
化
の
た
め

大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。職
員
に
対

し
て
は
、日
ご
ろ
よ
り
地

元
の
商
店
や
飲
食
店
を
利

用
す
る
よ
う
話
し
て
お

り
、今
後
も
職
員
は
も
と

よ
り
、多
く
の
町
民
の
皆

様
が
地
元
を
愛
し
、地
元

の
商
店
等
を
積
極
的
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。
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議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌議会活動日誌
１日

4日
9日
１0日
１２日
１6日
１７日
１８日
２１日

２２日
２４日
２6日

２9日

全員協議会
小野町議会２月第１回会議
議会広報編集委員会
田村広域行政組合議会全員協議会（三春町）
月例全員協議会
小野町と東邦銀行との包括連携協定締結式
田村広域行政組合議会（三春町）
県議長会主催新人議員研修会（福島市）
郡山地方広域消防組合議会（郡山市）
百歳賀寿贈呈式
小野山神ふれあい館落成式
新人議員研修
福島県町村議会議長会定期総会（福島市）
百歳賀寿贈呈式
例月出納検査
議会運営委員会
全員協議会

2月2月

1日
　　３日～11日

10日
11日

１8日

２3日

２4日
２5日
２6日

２9日

小野高等学校卒業式

小野町議会定例会３月会議
葉たばこ播種状況視察
小野中学校卒業式
月例全員協議会
小野わかば幼稚園卒園式
浮金つつじ児童園卒園式
小野町交通安全対策協議会
小野町認定農業者会総会
飯豊小学校卒業式
浮金小学校卒業式
小野新町小学校卒業式
夏井第一小学校卒業式
全員協議会
郡山地方広域消防組合議会
例月出納検査
中央さくら保育園卒園式
飯豊ひまわり保育園卒園式
夏井おおすぎ保育園卒園式
公立小野町地方綜合病院企業団議会
小野町議会3月第1回会議

3月3月

４日

6日

7日
8日
１1日
１２日

15日
17日
19日

2４日
２５日
29日

中央さくら保育園入園式
飯豊ひまわり保育園入園式
夏井おおすぎ保育園入園式
小野中学校入学式
飯豊小学校入学式
浮金小学校入学式
小野新町小学校入学式
夏井第一小学校入学式
浮金つつじ児童園入園式
小野わかば幼稚園入園式
小野高等学校入学式
月例全員協議会
小野町観光協会総会
田村地方町村議会議長会定期総会（三春町）
小野運動公園多目的運動施設落成式
田村広域行政組合議会全員協議会（三春町）
阿武隈高原中部観光連絡協議会（田村市）
小野町消防団春季検閲式
例月出納検査
川の手荒川まつり（東京都）
こまち桜回廊まつり

4月4月

▲３月１0日 葉たばこ播種状況視察

▲４月２９日 川の手荒川まつりに参加

議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス議会活動トピックス

特別委員会を設置しました特別委員会を設置しました

　小野町議会では、「企業対策特別委員会」、「議会改革特別委員会」、
「公共施設検討特別委員会」の３つの特別委員会を設置しました。
　それぞれの特別委員会の概要は次のとおりです。

開かれた議会を目指して開かれた議会を目指して

●設置目的

●委員会構成（委員：６人）

　企業誘致対策や町内企業の安定的操業の支援に取り組み、
地域産業の活性化と雇用の場の確保に向けて活動します。

委 員 長／会田 明生　　副委員長／田村 弘文
委　　員／吉田 康市、 久野　 峻、 水野 正廣、 籠田 良作

【企業対策特別委員会】

●設置目的

●委員会構成（委員：全議員）

　議会機能の充実を図るため、議会改革に関する諸課題の調査研究を行い、
議会改革と政策議論の有り方等について検討します。

委 員 長／竹川　里志　副委員長／宗像　芳男
委　　員／村上 昭正、 吉田 康市、 佐藤　 登、 久野　 峻、 遠藤 英信
　　　　　水野 正廣、 籠田 良作、 田村 弘文、 会田 明生、 渡邊 直忠

【議会改革特別委員会】

●設置目的

●委員会構成（委員：全議員）

　認定こども園、温浴・交流複合施設、保健センター、役場庁舎など
公共施設の整備に関する調査・検討を行います。

委 員 長／久野　 峻　副委員長／渡邊 直忠
委　　員／村上 昭正、 吉田 康市、 佐藤　 登、 遠藤 英信、 水野 正廣
　　　　　籠田 良作、 田村 弘文、 宗像 芳男、 竹川 里志、 会田 明生

【公共施設検討特別委員会】

　開かれた議会を目指して、これからは議案等に対する各議員の賛否を公表します。
　紙面の関係上、定例会３月会議と３月第１回会議の議案等の賛否は、次号（第１４７号）に
掲載します。
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この印刷物は、FSC の基準に従って
認証された適切に管理された森からの
木材を含んだ用紙で印刷されています。
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山
々
の
木
々
も
緑
濃
く
な
り
、田
植
え
も

終
わ
り
、町
民
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て
、

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
わ
が
町

を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

議
会
と
し
て
は
、こ
れ
ら
諸
課
題
に
対
し
て

迅
速
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
の
で
、町
民
皆

様
の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
議
会
広
報
編
集
委
員
会

は
、町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
広

報
紙
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
が
、次
号
か

ら
は
議
案
等
に
対
す
る
各
議
員
の
賛
否
も

公
表
す
る
予
定
で
す
。さ
ら
に
充
実
し
た

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
時
に
入
り
不
順
な
天
候
が

続
き
ま
す
が
、ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

一般質問は夜間議会で６月９日（木）と１０日（金）の予定です。
傍聴をお待ちしています！

定例会6月会議は6月8日（水）に開会の予定です。

※詳しくは小野町議会事務局までお問い合わせください。
　（０２４７-７２-６９３０）

町民の 声声 町民の方から議会に思うことをお聞きしましたので、ご紹介します。

　

小
野
町
に
移
住
し

て
き
て
も
う
す
ぐ
３

年
が
た
と
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
ほ
ど
長
い
期
間
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、小
野
町
に
来
て
か
ら
町
議
会
議
員
の
方

と
話
を
す
る
機
会
が
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。

　

移
住
す
る
前
は
こ
の
よ
う
に
議
員
の
方

と
直
接
会
話
を
交
わ
す
こ
と
な
ど
ほ
と
ん

ど
な
く
、議
会
と
い
う
も
の
は
か
な
り
遠

い
存
在
で
し
た
。そ
れ
だ
け
に
身
近
で
、

町
民
の
声
が
議
会
に
反
映
し
や
す
い
小
野

町
で
、自
分
た
ち
の
意
見
を
伝
え
ら
れ
る

よ
う
、私
自
身
も
考
え
方
が
変
化
し
、な

る
べ
く
町
や
地
域
に
関
わ
る
こ
と
に
は
積

極
的
に
参
加
す
る
べ
き
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、私
は
小
野
町
に
一
人
で
も
多

く
の
方
に
移
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、定
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
仕
事
も
さ
せ

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
移
住
し
た
い
と
考
え
る
方
の
声

も
身
近
で
あ
る
議
会
に
し
っ
か
り
と
届
け

て
、活
気
あ
る
町
づ
く
り
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
よ
う
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
、こ
れ
か
ら
も
議
会
に
は
町
民
の
声
を

し
っ
か
り
聞
い
て
い
た
だ
き
、あ
ら
ゆ
る
意

味
で
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
町
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

岡田 聡さん

　

リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
後
の
議

会
だ
よ
り
と

て
も
読
み
や

す
く
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
も
よ
く
出
て
い
る

少
子
化
、子
育
て
支
援
に
つ
い
て

子
育
て
世
代
と
し
て
毎
回
注
目
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、小
野
町
主
催
の
親
子
ふ

れ
あ
い
教
室
に「
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、参
加
し
て
く
だ
さ
る
お
母

さ
ん
方
か
ら
は
、未
就
学
児
童
の

親
子
が
い
つ
で
も
気
軽
に
過
ご
し

た
り
相
談
で
き
る
母
子
セ
ン
タ
ー

や
遊
び
場
の
環
境
、小
中
学
校
生

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の
通
学
環

境
が
も
っ
と
充
実
し
て
欲
し
い
と

の
声
を
多
く
聞
き
ま
す
。

　

近
隣
市
町
村
に
似
た
も
の
で
は

な
く
、子
育
て
世
代
の
声
が
反
映
さ

れ
た
小
野
町
ら
し
い
環
境
づ
く
り

が
で
き
れ
ば
、少
子
化
な
ど
も
改
善

し
て
い
っ
て
く
れ
る
ひ
と
つ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
が
楽
し
く
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
今
後
も
期

待
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末永 朋美さん
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